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1992年 3月に約 10日間、ネパールヒマラヤに行くチャンスを得た。 20日午後 1

66号 (1992)

毒語

成 を

川 平 裕 昭 *

した飛行機を途中タイのバンコクで乗りかえ、その夜ネパールの首都カトマンズに到着した。

日から約 1週間、現地の案内人を要請し、ネパール@ヒマラヤを見学した。内容的には、表面的で未

熟な点が多いが、この地方をこれから訪ねてみようと思う方々の参考になればと思う次第である O

l とマラヤ周辺の地形(内陸アジア高地)

世界地図をみると、アジアの中央部には、北はパイカル湖付近から南はインド の北部まで、茶

れ
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ルン山脈へとしだいに高くなり、海抜

5，000 m前後のチベット高原につなが
図 l 内睦アジアとインド辛島の地形(JII

朝昌小事典 fとマラヤJ1977による)
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るO チベット高原の高では、ヒマラヤ山

脈でいったん 8，000m Vこ達した高度が、

ガンジス平原に向かつて、海水面近くま

にイ忌くなっている O

図 1や国 2をみると、内睦アジア高地

はクンルン山脈あたりを境として、北部

と南部の 2つに分けることができそうで

ある O

南部はほぼ 5，000m前後の高度がつ

づくチベット高原で、北部は山脈と盆地

ヒザラャ山脈
テンシャン山鼠

↓グンデイセト綬 クンlレン出眠 iジユンガル盆地

譲高 八 ↓ アルでン出滋 IIァフレタイ山旅

地殻め摩さ
(km) 

い 411ヒ

/'-'一一一¥ Jヘ↓↓↓

O 20心 400 6OOkm 

図2 内臨アジアの高地の南北方向の地形の変化と地殻の厚さ
(中国科学院青蔵高原綜合科学考察隊、 1983による)

がくり返す地形変化の激しい地域である O 北部には海抜 7，000mを超えるテンシャン山脈やアルタイ

山脈があるかと思えば、たった海抜 500mくらいの盆地もある O トルファン盆地にいたっては、海抜

マイナス 150mといわれている O 内陸アジア高地のまんなかに、海苗よりも低い地域があるなどとは

信じられないことである O

このような内陸の奥深くにある河川のほとんどは、海には通じていなし〉。テンシャン山脈やアルタ

イ山脈にはたくさんの氷河があり、その融水は}I [となって流れているが、それらのほとんどは砂漠の

なかに消えてしまう O

2 とマラヤ山脈

ヒマラヤ (Himalaya)という は古代サンスクリット ヒマ (Hima とアラーヤ (Alaya

住居)が結び、ついたもので「雪のあるところJという意味である O

ヒマラヤ山脈の範囲は、一般に、西はインダスnlが直角にまたがっているナンガパルパット付近か

ら、東はブラマプトラ)I Iが鋭く曲がる大屈曲点までである O また、北の境界はインダス}I Iとツァン

川の上流をむすぶ線、南の境界はインダス平原との境界あたりである(思い図 4) 0 しかし、まわり

のカラコラム山脈やヒンズークシュ山脈、ガンディセ山脈を合めて、ヒマラヤ地域ということもある O

ヒマラヤの東西延長は約 2，400kmもあるが、南北の幅は広いところで 300km程度である O 山脈の

さでは、ヒマラヤ山脈は高アメリカの

アンデス山脈にかなわないが、高さはも
O 

gOOOm 

ちろん世界ーである O 地球上には、海抜 ~öOω
8，000 m える高山が 13座あるが、 K

2、ガシャーブルム、ブロードピーク以

外はすべてヒマラヤ山脈にある(図 3) 0 

K2など残りの 3つの山はカラコラム山

脈 ιあるので、海抜 8，000m以上の

は、すべて広い意味でのヒマラヤ地域に

あるということになる O

1000 

国3 ヒマラヤ山脈の大きさ(JII
朝日小事典 fヒマラヤ 1ヲ77による)
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ヒマラヤ地域以外の内陸アジア にも海抜 7，000m える高山が沢山あるが、ほかの大陸には

7，000 m以上の山は知られていない。ヒマラヤ地域

かがわかる O

インド亜大陸の北側に高い障壁のようにそびえるヒマラヤ山脈は、当然、

めた内陸アジア高地が、いかに群を抜いて高い

にも大きな影

も、ヒマラヤ山脈に深くえている O 我々の身近なことでは、 シベリ

かかわっている O

もし、ヒマラヤ山脈やチベット なければ、アジアのそンスーンはなくなり、日本の梅雨や秋

もなくなるといわれている O そうなれば、米作もできず、日本人の もずいぶん変わっていたに

違いない。 シベリア る は、チベット@ヒマラヤの山塊にさえぎられて南下でき

ず¥日本の方に吹き出し、冬の季節風となる O したがって、ヒマラヤやチベット ほ くなかっ

たら、冬の はなくなり、日 もなくなるであろう O

としてヒ

80・ 84'

3 ヒマラヤの地形

ひとくちにヒマラヤ山脈というが、

マラヤはただ lつの山なみからできてい

るわけではない。日本列

とほぼ平行にいくつもの山脈があ

るように、ヒマラヤにも山脈の万向に

話芸3チベットヒマテヤ僚

仁コ潟ヒマラヤ常

磁:.aJ{s;ヒマラヤ策

広三:Js主ヒマラヤ僚 32・

ん 山の山なみがあり、

O 

28' デリー

NP:ナンガノ，}vノ〈ット
E エベレスト

K カンナエンジュング

NB:ナムチェノ〈ルワ

24・ 72' 76' 

マラヤ山脈をつくっている O

で、 とか大きな}IIを境にして、

国4 ヒマラヤ山脈の地域区分と地形産分
(A.ガンサ一、 1964による)

ヒマラヤは 2，400 kn1もあるの

Z
4
3
 

e拘
3

・
1
 

の万向にいくつかの地域に分けられてい，8000m

るo (国 4) 

ヒ?ラヤ主位線

このうち、ネパール国に

ネパール@ヒマラヤは、ヒマラヤ

ほぽ中央部にあたり、 8，000m蜂が 9

もあり、地形的にも地質的にもヒマラヤ

を代表するような特徴をもっている O

i~よ長7

1200 

ヒマラヤは地形のうえで、 ら北へ、 .tlE熱帯

ヒマラヤ帯、低ヒマラヤ帯、高ヒマラ

チベット@ヒマラヤ搭の 4つに大

きくわけられる(図 4、図 5)0

の帯は東西に帯状にのびている O

ヒマラヤ帯は、ヒマラヤの南の端に

あたり、シワリク山脈(ネパールではチュ

分
一
分

区
一
区

彰
一
校

忠
一
世
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リア山脈という)と呼ばれる海抜 1，500m以下の低い山なみがつらなっている O シワリク山脈の南に

はガンジス平原に続く、海抜 400m以下のタライとよばれる平原が広がっている O

ネパールの緯度は北緯 27 度~30 度くらいで、日本の南西諸島とほぼ同じであるため、タライ平原は

もう亜熱帯に入る O タライ平原には野生のトラやゾウ、それにめずちしいクロサイが生息している。

釈迦の生誕地として知られるルンビニは、中央ネパールのインド国境に近いタライ平原にある O

信ヒマラヤ帯は高度 1，000m~3 ， 500 mの地帯である O その中にミッドランド(中間低地)と呼ばれ

るゆるやかな山地が広がり、南には 3，000mに達するマハパラート山脈が、断続しながら続いている O

北は次第に高くなり、つぎの高ヒマラヤ帯に移る O

ミッドランドには、ネパールの首都カトマンズや中央ネパールのポカラ盆地のような山間盆地があ

り、人口の一番多い地帯である O 山の斜聞の段々畑はきれいに耕され、あちこちに集落がちらばって

いる(写真 1参照)。海抜 2，000m以下では水田稲作が行われ、それより高所では畑作や牛@山セ@

の放牧が盛んである O

ミッドランドは侵食が進んでいる

ベット高原ほどはっきりし

はわからないが、 2 ， 000~2 ， 500 m 

の

の 3，000 m 

4，200 m くらい

である O

出

つ

どを{吏ってカノレカという

り、寒くなり し

る O ネノf.~}レと ベット)との

，500mのチベット eヒマラ

るイン

るO

のチベット

ヒマラヤ山脈の北

し、関をもたち

るGと

インド

いため、チベット@ヒマラ

イモを作ったり、

し

モンス ン ヒマラ

ベット この たり

ク って している O る

ちも、 とんど るO

しいところ るO れ って、 も、{岳地の

ま 、 にし つ 100 km~200 の

まり

ヒマラヤ

と永に 口々
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する O

このような地形区分は、もちろん、ある地点ではっきり区分できるものではない。各帯は互いに

なり合って、移り変わっている O しかし、この地形区分は、後に紹介する地質の区分ともよく合って

おり、ヒマラヤ山脈の成国を考えるうえでたいへん重要である O

〔中央ネパールのポカラ〕

ネパールのポカラは首都カトマンズから田内航空便で30分程である O ポカラの町は、低ヒマ

ラヤ帯の盆地の中にある O ここは、 8，000m I峰であるアンナプルナ山やダウラギリ山への出発地であ

るO

ポカラ盆地を流れるセティ川 には、何段もの河岸段丘が見られる O この広い段丘商に人家が

ち並び、人々は田畑を作っている

}f!によって運ばれてきた砂擦ででき

い別措(同斤機揺)が、山脈の隆起など

のj京区!により、セティJlIの浸食力が強く

なったため、セティj[1自身によって剖り

まれてできたものである O 平らな段丘

は、かつて川が流れていた河床である O

いくつも

セティ JI!

何回かめつ

では、

あるということは、

じn[

ほ

きたものである O

ポカラ盆地には、セティJflに堆積さ

た砂機構のうち、特に厚いものに、子甘い

ガチョック層と新しいポカラ層がある

(国 7、ガチョックというのは近くの村

の名前である)。ともに厚さは 100m を

超え、 以それぞれ、ガチョック

ポカラ商と呼ばれている O ポカラの町よ

り上流では(関 7の(1)のA地点)、古いガ

チョツク

位)の関係

と新しいポカラ面(低

(図?の(2)の断面A)

、，
」叩 を示している O

①かつて、ガチョック層の砂磯を

したセティ)11は、ガチョック層を堆積し

終わるころ、ガチョック面をながれてい

た。②その後、山脈の隆起によって、}lf

2 )。この は、北のアンナプルナ連峰から、セティ

2 カラ金地を流れるセティ)11の河岸段丘

;，司

罰、

7000 
700府告3 

6以}。 60以3

5αJ() 50悌

40∞ ~OOO 

30α} 

2悌自 . .r 1α)() 
M 

2的。

1000 

。

国8 インド国境からチベット国境までのカ 1)ガンダキJII
の高度変化と、まわりの山の高さ(岩田修ニlまか、 1984によ
る)。ヒマラヤ片麻岩帯のはじめとおわりで、)11の勾配が急
にかわっている O 高ヒマラヤ帯~チベット@ヒマラヤ帯と
低ヒマうヤ帯の約6，OOOmと2，OOOmの定高性がみられる。
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の浸食力が強まり、ガチョック層を 150m近くも削って、新たにポカラ層の砂擦を堆積した。その堆

積がおわるころには、ポカラ面が河床であった。③再びj[[の浸食が強まり、j[fはポカラ層を削りこみ、

現在の位置を流れているというわけである O

ところが、ポカラの町の下流の方では(図?の(1)のB地点)、この 2つの面の関係は逆転し、ポカラ

面がガチョック面より上になっている (1) 

(図 7の(2)の断面B)。

このように、新旧の段丘面の関係がj[[

の上流と下流でいれかわることは、自

の河川でもみられる O

日本の場合は、気候変動に伴って(た

とえば、今から約 5~1

氷期ニウルム氷期)には、海水の一部が

氷となって陸上に思定されたため、

がへり海面(浸食基準面)が現在より約

140mも低くなったといわれている O

が強まる O

し、

にして、

しかし、

1，000 kmくらい

に伴う

たところま

になると

まさる O このよう

じるのである O

こんなに

られ

しユ O

北の し、j[[

カヨ

まり、下流に

し

た時代はまだはっきりしないが、古くて

も数万年前と予想されている O

上流のアン

た(あるい

さらに蜂起し

カラ

ヰ ヒマラヤの地質

ヒマラヤに山、

ヒマラヤ 、山脈と にのびる大きな

F

，、、
l
n
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500 l n rliγrグチ 3 ・ソク蔀
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図7 ポカラ盆地のガチョック壊とポカう麗の関係(山
中英二{まか、 1982による) (2)の新語AとBは、それぞれ、

山の地点Aと8での噺面にあたる o (1)の横報誌上流のア

ンナプjレナIII峰の環上 (7，555m)からの水平距離。

した)ものと れる O

いろいろ みられる O

によって、 ちがう

-53 



4つの地帯に分けることができる O この区分は地形区分(図的にほ しており 5 )北から

南へ、テーチス ベッいヒマラ と高ヒマラヤ帯の北部)、ヒマラヤ ヒマ

ブ ミッドランド (低ヒマラヤ帯)、シワリク ヒマラ の4帯である

(図 8) 0 

ヒマラヤの北限は、インダス川 とツァンポ川に沿っている O インダスーツァン ある O こ

の地帯は、北のユーラシ インド かっている と考えら

をたくさ

り、約 1

し

など、ヒマラヤの他の地域ではみら

向山 とともに、

マグネシウム

している O これら

えられている O

にある低ヒマラ

し

れ ス をつくっ

てい

ヒマラ るヒマラヤ

べり

と盟ヒマラ

の低ヒマラ

ある O

げられてい

ある O

るカヨ、

を である O について

品

ヒマラヤg隣岩

ミッ}:ランt:J1~t棄物

第三紀~第関紀の堆?貨物(シワリク堆!異物など)
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花こうお額
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エベレストの山頂は白い石灰質岩から

できている O この岩石は約 5億年前の

生代オノレドビス紀の海成の堆積岩である

が、弱い変成作用を受けたため、結品質

に変わっている O 山頂からは、ま

だ化石がみつかっていないが、北のチ

ベット@ヒマラヤ帯の低いところでは、

同じ石灰質岩にオルドピス紀を示す腕足

類や三葉虫の化石が含まれている

4参照)。

1888 ドイツ

ジュースは、

に、アンガラ

う2つの

E" 

には地球の北と南

とゴンドワナ とし〉

あり、そのあいだに

にのびる大洋があったと し、それに

した。テーチスと

くる

テーチス

ギリシャ

の

ジュースの ア

代f麦半から

アソカ

にかけ

ヨーロッパから

ル、ヒマラヤを調つ マストラ

留の にまでのびる大き

った。

しの

は、 し

っかンモナイト

るO これらの る

エベレスト山を

地質時代 !tI!J議の名前 岩石の種競

シワ 1)ク堆捕物
暖岩

砂岩 .i定岩

i尾岩・砂岩

汁一一(不登合}

: j ~ .:.~~:~jSI干弓/砂的貨幣石石灰岩
込:.f'~~~ぷ議;~\氷礎土j頁岩

石灰岩・砂岩・頁岩

砂岩・石灰岩

結晶繋石灰岩

為自:当記i当 Ei!--(不笠会?) 
5・・宅結援者・砂岩

ストロマトライトドロマイト

¥ .1桟岩(才一ソコーツァイト)

(マ IJ一議)

(ZF五)

古 生 代
テーチス土佐機物

- -勘幽情幽 '} -柑・但.随時白

先

カ

ン

プ

リ

ア

時

弐

ミッドランド堆繍物

ヒマラヤ片鱗岩

図9 ヒマラヤ山脈をつくっている地震や岩石と

その地質時代(ボーデットほか、 1971による)

ア 4 (左)三葉虫類(古生代の化石)と思われる O

鉄鉱化して独特な金属光沢がみられる。

板岩中の石灰翼団塊(ジューjレ)から産出

する。

(中)、(右)中生代、ジュラ紀(路定鰭)ベレム

ナイト(矢石)の化石む

は欝鉄鉱化している。

ス そのころからあったと考えられている O

くチベット@ヒマラ

(テーチス

は、さちに北のチベット

しているが、エベレスト

には、テ

している O こ

ス

テーチス滑稽物評である円テーチス

、部分的に大きく

もっと低し いに見ちれることからも

られる O テーチス

と間じものが、北の

るように、 として北へ{頃斜している。
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海などに砂や泥がつもって堆積岩ができる場合、通常、新しい砂や泥は古いものの上に積み重なっ

ていくので、上にある地層は下のものよりも新しい時代のものである O テーチス堆積物帯の地層は、

全体として北へ傾斜しているから、北ほど上位の地層、つまり新しい地層がでてくることになる O

テーチス堆積物はテーチス海に堆積した地層である o 2.5億年ほど前の石灰紀から二畳紀にかけて

は、ヒマラヤ地域は部分的に陸地になった。この陸地に堆積した地層(陸成層)のなかには、寒冷な

気候のもとで沼地などにはえていたというグ口リプテリス(シダ類)の化おや、氷河のモレーン堆積

物が掴まったティライト(氷磯土)が含まれている O この陸成層には、冷たい海にすむステパノビエ

ラという腕足類の化石を含む海成層もはさまれている O

グ口ソプテリスやティライトは、インド半島や南アメリカ、オーストラリア、南アフリカ、南極大

陸の同じ時代の堆積物中でも発見されている O 地球上の気候帯の分布を考えると、同じ時代の大陸氷

河性の堆積物や寒冷気候を示す化石が、このように速く離れた大陸に蒋在していたことは考えにくい

ので、これらの大陸は二畳紀のころは、 lつの大陸をつくっていたと考えられている(関 10参照)。

ジュースは、このような特徴的な陸成層が典型的に分布しているインドを含む大i惑を古代ゴンド

国に因んでゴンドワナ大陸と命

名した。ゴンドワナ大陸やその

周辺に堆積した陸成層を主体と

した土也屈を、ゴンドワナ

とよんでいる O ヒマラヤ山脈で

は、ゴンドワ

ス

マブ

ツァンポ帯近くでも発見さ

いる O つまり、ゴンドワナ

やその周辺の冷たい海は、

紀には、すくなくともインダ

スーツァンポ帯付近にまで広

がっていたことがわかる O

図10 ウェゲナーの考えた石炭紀議期の詰大大韓ノ〈ンゲア
(W.ケッペンと A.ウェゲナー1924による)0 E :ティライ
ト、 K:右炭(当時の赤道付近に分布)、アミ回:乾燥地域(W.

S.G 拡それぞれ乾燥した環境をあらわす砂岩、

分布地L NとSは当時の北櫨と高樫をあらわす。

モンスーン前の 4~5 月やそンスーンの去った 10~11 月頃には、中央ネパールのポカラの町は、カ

リガンダキ川をたどってアンナプノレナ山やダウラギワ山の麓を巡る山旅をめざす人たちでにぎわう O

その山旅の途中で、アンモナイト等の化芯を採集することができる O これは、今から1. 5 億年前~1

億年前のジュラ紀や自亜紀の代表的な化石である(写真 3) 0 

カリガンダキJ11上流のヒンズー教やラマ教の聖地ムクチナートに行くと、道端にダチョウの卵のよ

うな黒い石がおちている O これは石灰質の匝塊である O これを割ると中からアンモナイト等の化石が

ポカッと現れることがある O このあたりはヒマラヤ主稜線の北側で、南からのモンスーンもここまで

は来ないので、たいへん乾燥したチベット的な風景である O

エベレスト山頂の石灰質岩の時代はオノレドピス紀である O テーチス堆積物の土台であるヒマラヤ片
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